
第１学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
１ 単元名 

いじめを許さない学級 

２ 単元の目標 

  いじめ問題を自分や学級の問題点と関わらせて考えることを通して，自分の弱さがいじめを

助長する原因になることに気付き，仲間を悲しませる人になり得る自分を見つめ，自分の課題

を克服していくことでいじめのない学級にしていこうという意欲をもつことができる。 

３ 単元の流れ（全７時間） 

時 時案名 ねらい 学習活動 資料 評価規準 

１ 学習へ
の意欲 

 
 
 

 

 「いじめ」問題が身近に

起こり得る問題であること

を痛感し，真剣に取り組む

べき問題であることに気づ

くことができる。 

【気づく】 

DVD を見ることを通し

て，いじめのひどさを実感

するとともに，感じたいじ

めへの思いを感想に書く。 

・DVD「い
じめと戦
おう（前
半）」 

・感想用

紙 

 いじめは絶対に許

されないものであ

り，これからの学習

に真剣に取り組もう

という思いを感想用

紙に書いている。 

２ 思いや
りの心 
 
 

 いじめが人を苦しめ，つ

らい思いにさせていること

に気づき，いじめのない学

級にするために行動する必

要があることを理解するこ

とができる。 

【気づく】【わかる】 

 Ａ子さんの気持ちを考え

ることを通して，Ａ子さん

のつらい思いに気づくとと

もに，共感する。 

・前時の

感想メモ 

・資料「私

は忘れな

い」 

 いじめは一生の傷

を心に与える残酷な

ものであり，いじめ

をなくしていこうと

いう思いを表出して

いる。 

３ 公正・
公平な
態度 
 

 いじめや仲間はずれにす

る人のひどさがわかり，誰

に対しても公正・公平に接

していこうという意欲をも

つことができる。 

【わかる】 

 園田さんを通して，いじ

めや仲間はずれをする人に

対する思いを考え，交流し

合う。 

・前時の

感想メモ 

・資料「山

川くんの

こと」 

 いじめる側のひど

さを強く感じ，その

思いを表出してい

る。 

４
（
本
時
） 

弱さの
自覚 

帰りの会に手を挙げられ

なかった園田さんの気持ち

を考えることを通して，自

分自身を見つめ直し，自分

の中にも園田さんと同じよ

うな弱さがあることに気付

くことができる。 

【わかる】【見つめる】 

 園田さんの気持ちを自分

と置き換えて考えることを

通して，どうして手を挙げ

ることができなかったか考

え，話し合う。 

・前時の

感想メモ 

・資料「山

川くんの

こと」 

 いじめられる側に

とっては，傍観者も

いじめる側と同じで

あることが分かり，

自分と比較しながら

その思いを表出して

いる。 

５ いじめ
を許さ
ない自
分 

 自分の弱さを克服するた

めの課題を見つめ，学級の

中のいじめや仲間外れを許

さず，問題を解決するため

に行動しようという強い思

いをもつことができる。 

【見つめる】【乗り越える】 

 「もしこの学級でいじめ

があったら自分はどうする

のか」を考えることを通し

て，自分の問題としていじ

め問題をどのように解決す

るかを話し合う。 

・前時の

感想メモ 

 自分と異なる立場

の仲間の思いから自

分を見つめ直し，い

じめを許さない自分

でありたいという願

いを表出している。 

６ いじめ
を許さ
ない学
級 

 いじめを許さない学級に

することを確認し，一人ひ

とりがいじめのない学級の

実現に向けての具体的方途

をもつことができる。 

【見つめる】【乗り越える】 

 いじめを止めたいという

同じ思いをもちながら，い

じめを止めようとする人と

そうでない人の行動の裏に

ある思いを考え，話し合う。 

・前時の

感想メモ 

 いじめを許さない

学級にするために，

日常生活の中で自分

がどんな努力をすれ

ばよいのかが分か

り，それを表出して

いる。 

７ いじめ
の学習
から学
んだこ
と 

 いじめについての学習を

通して見つめてきた自分の

心を振り返り，いじめをな

くすためにどのように生活

していくかを考え，表現す

ることができる。 

【見つめる】【乗り越える】 

この単元の学習を通して

見えてきた自分の弱さを見

つめながら作文を書く。 

 

・作文用

紙 

・アンケ

ート用紙 

 今までの学習をも

とに，「いじめを許さ

ない学級」にするた

めの今後の自分の決

意を作文にまとめて

いる。 

 



＜本時の目標＞ 帰りの会で挙手できなかった園田さんの気持ちを考えることを通して，自分自

身を見つめ直し，自分の中にも園田さんと同じような弱さがあることに気付くことができる。 

段階 主な学習活動 留意点と評価 

導
入 

１ 前時の感想を交流し，学習の振り返りをする。 

・いじめをする人や周りで笑っている人を許せない。 

・何も言わないからと言って，足をかけたりたたいたり，落書きしたりする

なんて，本当にひどい。 

・体のことを言って，そのことをあだ名にするなんてひどい。 

・山川君が自分から言うまでほかっておけばいいというのはおかしい。 

 

・園田さんも山川君へのいじめをひ

どいと感じていたことを確認し，

そんな園田さんが「手を挙げられ

なかった」思いを考える本時の課

題へつなげていく。 

展 
 

開 

 

 

 

２ 園田さんは，帰りの会でどうして手を挙げることができなかったか，自

分の思いを発表する。 

・平山君たち以外にも山川君のことをからかっている人が多いので言い出し

にくかった。 

・山川君のことを悪く言う人たちが，自分にも何か言ってくるのではないか

と考えた。 

・言わなければいけないのは分かっていたけれど，自分だけが問題にしても

みんなは真剣に考えてくれないと思った。 

・自分も「ゆでだこ」と言ってしまい，山川君のことを考えていなかったし，

平山君や杉田君のことをひどいと言えなくなった。 

 

３ もし自分が園田さんの立場だったらどうするか，自分の考えを書く。 

 自分だったらどうするか，自分の立場を明らかにして書く。 

 

 

４ 考えを交流する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料の後半をもう一度範読する。 

   （掃除の点検表の件から） 

・園田さんが手を挙げられなかった

思いに  は，周囲の人の反応（世

間体）やその後の人間関係（自分勝

手）を意識したもの，仲間への不信

感（偏見），また，自分も山川君の嫌

がることをしてしまったことへの後

悔などがあると考えられる。 

〈補助発問〉 

「園田さんの気持ちわかる」と聞く

ことで園田さんが悩んでいたことに

共感できるようにする。 

・黒板にネームプレートを貼って，

立場をはっきりさせて話し合いに

臨ませる。 

・手を挙げられなかった理由には次

のような意識があると考えられ

る。 

（ア）自分勝手な意識 

（イ）誤解偏見に基づいた意識 

（ウ）優越感・劣等感・違和感によ

る意識 

（エ）世間体に左右される意識 

・「迷う」も含めて手を挙げられない

理由を確認することで，自分の中

にある弱さに気付かせる。 

・「手を挙げる」と考える人の意見に

ついて，他の立場の人にも考えさ

せることで心の葛藤を生み出す。 

（補助発問） 

山川くんは，園田さんのことをど

う思っているだろう。 

・何も行動に移せない傍観者もいじ

める側だと気付かせる。 

・言えない，手を挙げられないと，

いじめられている人はそのまま

で，いじめはなくならないことに

気付かせ，自分の意思をはっきり

させることの大切さに気付かせ

る。 

終 

末 

５ 本時の学習を通して考えたことを書く。 

 

 

 

 

 

・初めの考えとどのように変容した

かを書くように促す。 

 

自分が園田さんだったらどうするか考えよう 

【評価規準】 

いじめられる側にとっては，

傍観者もいじめる側と同じであ

ることが分かり，自分の中にあ

る弱さに気付いている。 

【手を挙げる】 【迷う】 【手を挙げられない】 

 

【手を挙げられない】 

・平山君，杉田君のような人には，怖さがあるので言えない。 

・自分が発言することで，ほかの人がどう思うかすごく心配

になる。 

・普段からクラスの中で発言していないから，この時だけ言

うことはできない。 

  私は初め「迷う」と考えた。誰も言わない中で，自分から手を挙げ

ることはすごく怖さがあって，手を挙げられるかわからないと思った。

でも，誰かが言わないといじめはなくならないし，山川君の気持ちにな

って考えたら，自分の意思をはっきりさせないといじめをしている側に

なってしまうと思った。だから，いじめがなくなるように行動できるよ

うになりたい。 

【手を挙げる】  

・山川君はひとりで苦しんでいるので，助けてあげなければい

けない。 

・おかしいと思っているのは，きっと自分だけではないと思う。 

【迷う】  

・山川君に対するいじめだから，言おうと思うけれど， 

言ったあとどうなるかを考えると迷う。 

・自分が困る立場になるから，今ここで発言することは少し

怖い。 

・杉田君たちのやっていることは，本当にひどいから言おう

と思ったけれど，自分も「ゆでたこ」と言っていたので，同

じかもしれない。 

・松川君のような子が，たくさんいたら心配になる。 

・誰も手を挙げないから，自分だけが手を挙げるのは……。 

・私一人が何か言っても，みんなは真剣に考えてくれないと

思う。 

葛藤 ゆさぶり 


